
 

＜報文＞ 東日本大震災による災害廃棄物等の受入れに伴う秋田県内の環境放射能調査結果について 第3報 
 

    

〔 全国環境研会誌 〕Vol.50 No.4（2025） 

27 

＊Results of Environmental Radiation Monitoring Survey in Akita Prefecture for the Disaster Waste 

Receiving Caused by the Great East Japan Earthquake 3 rd Report 
＊＊Risako ANDO，Masafumi TAMADA（秋田県健康環境センター）Akita Prefectual Research Center for Public 

Health and Environment 

＜報 文＞ 

 

東日本大震災による災害廃棄物等の受入れに伴う 
秋田県内の環境放射能調査結果について 第3報＊ 

 

安藤 梨沙子**・玉田 将文** 

 

キーワード ①東日本大震災 ②災害廃棄物 ③放射能 ④放射性セシウム 

 

要   旨 

 東日本大震災により岩手県内で発生した災害廃棄物を広域処理した公共施設及び首都圏等のごみ焼却施設から排出さ

れた焼却灰を受け入れている秋田県内の民間処理施設に関連する試料における環境放射能を測定した。その結果，全ての

放射能濃度は各種基準値を下回っており，施設周辺環境への放射性物質拡散を懸念する必要はないと考えられた。 

 また，焼却灰受入れに伴う環境試料等のうち，排水処理汚泥試料について粒度分布解析及び有機元素分析を行ったとこ

ろ，放射性セシウム濃度と粒度との間に一定の相関関係が認められた。 

 

 

 

1．はじめに 

東日本大震災により発生した災害廃棄物の処理は，

被災自治体にとって大きな負担であり，復興の妨げと

なる可能性があった。これを受け，国は平成23年4月

に全国の自治体に災害廃棄物の広域処理について協

力を要請した。一方で，被災地からの災害廃棄物には

福島第一原子力発電所の事故により発生した放射性

物質が付着しているおそれがあったことから，国は平

成23年8月に「東日本大震災により生じた災害廃棄物

の広域処理の推進に係るガイドライン」1)を公表した。 

秋田県は，同ガイドラインを踏まえ，岩手県と災害

廃棄物の処理に関する基本協定を締結し2)，平成24年4

月～平成25年12月にかけて，岩手県内で発生した災害

廃棄物の広域処理を県内7か所の廃棄物処理施設にお

いて実施した。 

当センターでは，災害廃棄物を広域処理した公共施

設周辺の環境試料等について，放射性物質による周辺

環境への影響を監視するため，平成24年度から継続的

に放射性物質濃度を測定している。 

既報4),5)では，測定開始～令和2年3月末の調査結果

を報告した。本報では，災害廃棄物を広域処理した公

共施設周辺の環境試料等（以下，「災害廃棄物受入れ

に伴う環境試料等」という。）について，令和2年4月

～令和7年7月の調査結果を報告する。また，平成24年

5月以降に首都圏等のごみ焼却施設から排出された焼

却灰を受け入れている秋田県内の民間処理施設に関

連する試料（以下，「焼却灰受入れに伴う環境試料等」

という。）について，平成24年5月～令和7年7月の放

流水及び排水処理汚泥の濃度推移，及び令和6年1月～

令和7年7月にかけて採取された排水処理汚泥におけ

る粒度，C/N比，全有機炭素（TOC）及び全炭素（TC）

と放射性物質濃度との関係性について報告する。 

 

2．方法 

災害廃棄物受入れに伴う環境試料等は，令和2年4月

～令和7年7月にかけて，放流水，地下水，放流先の河

川水試料，施設周辺の水道水源及び排水処理汚泥を採

取した。放射性物質の測定項目は，放射性セシウム（セ

シウム134（134Cs）及びセシウム137（137Cs））とした。 

また，焼却灰受入れに伴う環境試料等は，平成24年

5月～令和7年7月にかけて，放流水，地下水，放流先

の河川水試料及び排水処理汚泥を月1回程度採取し，
134Cs，137Cs及びヨウ素131（131I）（131Iは令和3年12月

まで）を測定した。 

前処理操作は，「緊急時におけるγ線スペクトロメ

トリーのための試料前処理法」6)に基づき行い，測定

操作は，「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線

スペクトロメトリー」7)に基づき行った。 

197 



 

＜報文＞ 東日本大震災による災害廃棄物等の受入れに伴う秋田県内の環境放射能調査結果について 第3報 
 

    

〔 全国環境研会誌 〕Vol.50 No.4（2025） 

28 

水試料は，2 Lマリネリ容器に入れゲルマニウム半

導体検出器付きγ線スペクトロメーター（SEIKO EG&G

社製）により測定した。測定時間は，平成24年5月～

令和3年3月は3,600秒，令和3年4月～令和7年7月は

14,400秒とした。排水処理汚泥試料は，「放射能濃度

等測定方法ガイドライン」8)に基づき試料の乾燥を行

わずに水分を含んだ状態とし， U-8容器に入れ同測定

機器により平成24年5月～令和3年3月は2,000秒，令和

3年4月～令和7年7月は28,800秒で測定した。 

また，焼却灰受入に伴う環境試料等のうち排水処理

汚泥試料について，107℃で加熱後に乳鉢と乳棒で塊

を砕きほぐしたものを乾燥試料とし，U-8容器に入れ

同測定機により28,800秒で測定した。 

粒度分布解析は，乾燥前試料を0.2 %w/v ヘキサメ

タリン酸ナトリウム中で分散させたのち，粒子径分布

測定装置MT3300EXⅡ（Microtrac社）により3回測定し，

その平均値を結果とした。 

有機元素分析は，乾燥試料を酸処理したのち有機元

素分析装置CHN628型（LECO社）により行った。 

なお，焼却灰受入に伴う環境試料は，令和2年4月～

5月，令和3年8月～9月，令和4年1月～5月及び令和4年

9月において，新型コロナウイルス感染症の感染拡大

防止の観点から検体採取が中止となったため，欠測と

なっている。 

 

3．結果及び考察 
3.1 災害廃棄物受入れに伴う環境試料等につい
て 

災害廃棄物の広域処理を行った施設とモニタリン

グ期間を表1に，水試料及び排水処理汚泥試料につい

て，放射性セシウム（134Cs + 137Cs）の検出状況をそ

れぞれ表2及び表3に示す。広域処理を実施した公共施

設のうち，令和2年4月～令和7年7月の期間において調

査を行ったのは，横手市南東地区最終処分場（令和2

年4月で調査終了）の放流水，地下水，排水処理汚泥

及び秋田県環境保全センター（令和7年11月現在も調

査継続中）の放流水，地下水，河川水，水道水源及び

排水処理汚泥である。水試料では134Cs（検出下限値 

0.12～0.38 Bq/L）及び137Cs（検出下限値 0.12～0.47 

Bq/L），排水処理汚泥試料では134Cs（検出下限値 1.0

～8.3 Bq/kg）及び137Cs（検出下限値 0.8～8.1 Bq/kg）

で，いずれも不検出（ND）であった。既報5)に引き続

き，放射性セシウムは全ての検体で検出されなかった。

なお，令和3年4月から測定時間を延長し，これに伴い

検出下限値が低下しているが，放射性セシウムは検出

されなかった。このことから，災害廃棄物受入れに伴

う施設周辺環境への現時点までの放射性物質の影響

は確認されなかった。 

 

3.2 焼却灰受入れに伴う環境試料等について 
3.2.1 放射性物質の濃度推移 

放射性セシウムは，地下水及び河川水ではNDであっ

たが，放流水及び排水処理汚泥では検出された。令和

2年4月～令和7年7月における試料別の検出状況は，放

流水では 134Csは ND～0.4 Bq/L（検出下限値 0.16～

0.44 Bq/L），137Csは 1.2～5.0 Bq/L（検出下限値 0.18

～0.50 Bq/L），排水処理汚泥で134Csは ND（検出下限

値 0.97～9.6 Bq/kg），137Csは 5.6～30 Bq/kg（検出

下限値 0.96～8.2 Bq/kg）であった。137Csは，放流水

及び排水処理汚泥で検出されたが，国が定める事業場

及び最終処分場の周辺における公共の水域の濃度限

度及び廃棄物の埋立基準を下回っていた。 

平成24年5月～令和7年7月の放流水及び排水処理汚

泥の放射性セシウム濃度推移状況を，図1及び図2に示

す。137Csは，放流水及び排水処理汚泥ともに，平成28

年11月以降の全試料で検出された。134Csは，放流水で

は平成24年5月～平成30年9月のほぼ全期間に加え，令

和2年8月，令和3年4月及び令和6年11月に検出され，

排水処理汚泥では平成25年9月，平成26年4月及び平成

27年3月に検出されたが，それ以外の期間はNDであっ

た。137Csの推移から，放流水では，平成29年度をピー

クとして減少傾向にあったものの，令和4年4月以降 

搬出元 開始年月日 終了年月日 受入れ施設名 処理量(t） モニタリング期間
可燃物焼却灰
埋め立て処分場

モニタリング期間

岩手県宮古市
(可燃物)

平成24年4月23日 平成25年7月31日
大仙美郷環境事業組合
大仙美郷クリーンセンター

2,610 平成24年4月～平成25年8月
大仙美郷環境事業組合
一般廃棄物最終処分場

平成24年4月～平成31年4月

平成24年9月4日 秋田市総合環境センター 5931.18 平成24年5月～平成25年5月
秋田市総合環境センター
一般廃棄物最終処分場

平成24年5月～平成30年4月

横手市東部環境保全センター 577.59 平成24年7月～平成25年5月 横手市南東地区最終処分場 平成24年7月～令和2年4月

湯沢雄勝広域市町村圏組合
貝沢ごみ処理施設

697.57 平成24年7月～平成25年5月
湯沢雄勝広域市町村圏組合
八面一般廃棄物最終処分場

平成24年7月～平成30年4月

広域市町村圏組合
一般廃棄物最終処分場

平成24年7月～平成30年4月

矢島鳥海
一般廃棄物最終処分場

平成24年7月～平成30年4月

平成24年12月3日 田沢湖一般廃棄物最終処分場 4,155 平成24年11月～平成30年4月

平成25年4月22日 秋田県環境保全センター 23,381 平成24年4月～現在

岩手県野田村
(不燃物）

平成25年12月18日

平成24年7月～平成25年5月

表1 秋田県から岩手県への可燃物及び不燃物受入概要とモニタリング期間

岩手県野田村
(可燃物)

平成24年9月25日 平成24年10月31日 150由利本荘市本荘清掃センター

平成25年3月19日

平成24年9月11日
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表2 災害廃棄物受入れに伴う環境試料等（水試料）

における放射性セシウム検出状況 

 

 

増加傾向にあるため，今後の傾向を注視していく必要

がある。排水処理汚泥では，令和2年6月をピークに減

少し，現在はほぼ横ばいで推移している。また，134Cs

濃度は，137Cs濃度と比較して低くなっているが，これ

は134Csの半減期が約2年と137Csの半減期である約30年

より短いことから，測定条件における検出下限値未満

まで134Cs濃度が減少したからと推察される。 

表3 災害廃棄物受入れに伴う環境試料等（排水処理

汚泥）における放射性セシウム検出状況 

 

 

 

 

 

なお，131Iは平成24年5月～令和3年12月まで，全試

料においてNDであった。 

 

 

 

 

 

検体数
最大

濃度a)
検出
検体数

検体数
最大

濃度a)
検出
検体数

放流水 1 2 ND 0 1 ND 0

地下水 1 2 ND 0 1 ND 0

放流水 1 12 ND 0 21 ND 0

地下水 1 12 ND 0 21 ND 0

河川水 5 4 ND 0 72 ND 0

水道水源 3 3 ND 0 21 ND 0

a)濃度単位はBq/L

b)令和2年4月で終了

災害廃棄物受入れ後
（令和2年4月

～令和7年7月）

秋田県
環境保全センター

施設名

横手市南東地区

最終処分場b)

試料媒体
調査

地点数

災害廃棄物受入れ前

検体数
濃度

範囲a)

検出
検体数

検体数
濃度

範囲a)

検出
検体数

横手市南東地区

最終処分場b)

排水処理
汚泥

1 0 - - 1 ND 0

秋田県
環境保全センター

排水処理
汚泥

1 12 ND 0 21 ND 0

a)濃度範囲はBq/kg

b)令和2年4月で終了

施設名 試料媒体
調査

地点数

災害廃棄物受入れ前
災害廃棄物受入れ後

（令和2年4月
～令和7年7月）
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3.2.2 排水処理汚泥の粒度分布及び有機元素分
析 
3.2.2.1 排水処理汚泥試料における粒度分布及
び有機元素分析 

排水処理汚泥試料における137Cs濃度と粒度，C/N比，

TOC及びTCとの関係について図3に示す。シルト分（%）

（5 µm～75 µm）及び泥分率（粘土分（～5 µm）（%）

＋シルト分（%））は有意な正の相関がみられたもの 

 

の，粘土分（%）は相関がみられなかった。また，137Cs 

濃度とC/N比には有意な正の相関がみられたが，TOCと

TCはいずれも有意な相関はみられなかった。 

放射性セシウムは，水中で粒子状又はイオンとして

存在している。一般的にセシウムイオンは，吸着・交

換能力のある濁質に吸着しやすいため，粒子に吸着し

た状態で懸濁物質と同様の挙動をとりやすい9)とされ 

 

200 



 

＜報文＞ 東日本大震災による災害廃棄物等の受入れに伴う秋田県内の環境放射能調査結果について 第3報 
 

    

〔 全国環境研会誌 〕Vol.50 No.4（2025） 

31 

ており，下水処理施設における排水処理過程において，

放射性セシウムは懸濁体と同様の挙動を示すことを 

示唆10)する報告もある。また，海底土での過去の研究

では137Csは，土壌の粘土・シルト分と結合している11)

ことが報告されている。一方で，土壌中のセシウムの

移動について，土壌有機物がセシウムと粘土・シルト

分との吸着を阻害する12)ことが報告されており，土壌

中のTCやTOCと，放射性セシウム固定能の指標である

放射性セシウム捕捉ポテンシャルの間には負の相関

がある13),14)ということが報告されている。しかし，採

取した試料のTOC及びTCと，137Csとの間に負の相関関

係はみられなかった。この要因として，既往の研究
11),13),14)では土壌を乾燥させたうえで放射能濃度測定

を行っていることから，令和7年3月～令和7年7月まで

の排水処理汚泥試料について乾燥試料を作成し，再度
137Cs濃度測定を行った。 

 

3.2.2.2 乾燥試料における粒度分布及び有機元

素分析 

乾燥試料における137Cs濃度（Bq/kg-dry）と粒度，

C/N比，TOC及びTCとの関係を図4に示す。未乾燥試料

（図3）と比較すると，粘土分及び泥分率については

乾燥試料では137Cs濃度と強い相関が得られた一方で，

C/N比については相関がみられなくなっていた。TOC及

びTCとは相関がみられなかった。 

乾燥前と比較し137Cs濃度と各指標との相関関係が

変化した部分もあったものの，泥分率とは強い相関が

ある一方で，TOCやTCとの相関がないことは試料乾燥

の有無で共通していた。よって，排水処理汚泥中の放

射性セシウムは，粘土・シルト分との関係については

既往の研究11)と同様正の相関関係がみられた一方で，

TOCやTCとの関係については既往の研究13),14)とは異な

り相関関係がみられなかった。 

排水処理汚泥は，処分場における滲出水を排水処理

する過程で生じる汚泥であり，排水処理の過程で生物

処理や凝集沈殿などの工程を経由する中で，有機物の

分解や活性汚泥の混入及び凝集剤の添加により自然

界の土壌とは組成が異なる。よって，海底土や土壌に

おける既往の研究11),13),14)と，今回の排水処理汚泥試

料における137Cs濃度と粘土・シルト分やTOC及びTCと

の相関関係について直接比較することはできない。し

かしながら，排水処理汚泥試料においても137Cs濃度と

粘土・シルト分との間には正の相関関係がみられた。 

粘土・シルト分と137Csの吸着については二つの要因

が関係していると考えられている。一つは，粒径が小

さいほど比表面積が大きくなるため，放射性セシウム

に対する吸着サイト数が多くなる15)からである。排水

処理汚泥試料においても，粘土・シルト分と137Cs濃度

との間に正の相関がみられたことから，比表面積によ

る要因は排水処理汚泥においても存在するものと考

えられる。もう一つは，フレイド・エッジ・サイト（FES）

と呼ばれる，土壌中に含まれる粘土鉱物に含まれるセ

シウムを吸着固定する部位の存在16)である。この要因

については，排水処理汚泥に含まれる土壌粒子の割合

等を改めて解析することで，排水処理過程におけるセ

シウムの挙動の理解につながるものと考える。 

 

4．まとめ 

災害廃棄物受入れに伴う環境試料等においては，放

射性セシウムは全ての検体で不検出であった。焼却灰

受入れに伴う環境試料等においては，放射性セシウム

は国が定める濃度限度及び廃棄物の埋立基準を下回

っていた。また，放流水の137Cs濃度が増加傾向にあり，

排水処理汚泥試料について，粒度と放射性セシウム濃

度の間には一定の相関関係があることが示唆された。

今後も調査を継続し，放射性セシウム濃度の傾向を注

視していく。 
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